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規 則

人事院1- 1 規則 の分類 の一部を改正する 規則
37. 10 . 1官報

。 2- 3 人事院事務総局 の組織の一部を改正
する 規則 37. 10. 1 // 

// 9-13休職者の給与の一部を改正する 規則
37. 10 . 1 // 

// 13- 2勤務条件に関する 行政措置 の要求に
関する 審査 の手続 の一部を改正する
規則 37. 10 . 1 // 

// 13- 3災害補償についての審査の申立てに
関する 規則 37. 10 . 1 // 

// 13- 4 給与 の決定に関する 審査 の申立てに
関する 規則 37. 10 . 1 // 
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付表中，数学専攻 課程 の専攻科目中選択科目において「
「数理統計学演習2単位」の次に「測量学 2単位」を加える 。

附則 の次に次の附員ljを加える 。
附則（昭和37年10月 26日改正）

こ の規程（改正〉は，昭和37年10月 26日から実施し，昭和
37年10月 1日から適用する 。

富山大学工学部規程の一部改正

富山大学工学部規程 の一部を評議会の議を経て次のよう
に改正する 。

昭和37年10月 26日
富山大学 長 横田嘉右衛門

別表（1）金属工学科，専攻科目中
「｜ 理論冶金制」 を 「｜理論冶金学I si」 に，

冶金分析実験I 2！」 を「｜冶金分析実験11I」
に改める 。

附則 の次に次の附則を加える。
附 員Jj （昭和37年10月 26日改正）

この規程 （改正）は ，昭和37年10月 26日から実施し ，昭和37年10月 1日から適用する 。
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現 官 職 氏 名i 異 動 内 容 ｜発令 月日 ｜発 令庁
日 赤医師 種 井 清 古 学校医（富山大学 庶務課 ） に委嘱する 137・7 1 I富山大学

I/ 西野静雄｜ I/ I/ I/ 

文部 事務 官（経済学部 〉 野上文雄 ｜辞職 を承認する （休職中の もの 〉 137 . 10 .171 ,, 
事務 員（工学部 ） 島田和子｜辞職 を承認する 131.1 0. 3 1 1 ，， 
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昭和38年度学生募集要項

1. 募 集 人 員

文 理 学部
文 学 科 …・ H ・H・－…H ・ H ・. ..・ H・ 40名
理 学 科... ・H・.. .・H・. ...・H・ － ・… 6 0名

教 育学部
第一中等教育科… …・・ ・ … … ...・ H・－…・ 75名
第一初等教育科. . . ・H ・－…・…・…・…… 9 0名

経済学部

薬

工

経 済学 科…・……...・H ・.. ... ... 16 0名
学 部
薬 学 科 …………………… …8 0名
学 部
電気工 学 科H・H・ .. . ・H ・ . . .・H・. . . ・H・ 40名

工 業化 学 科…………… ………… 6 0名金属 工 学 科…………… ………… 40名機械工 学 科... ・H・－－………・・・… ・ ・ ・ 5 0名
2. 出 願 期 限

昭和38年｛� 月月M 日 日（（水 月）） かまでら

3. 検査日割友び時間表

月日 （曜） ｜

3 月 23日 （土）
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3 月 24日 （ 日 ） 理

箱午定後され詰1時た哲3者 0義の分～み 諸健冗 工康診点学断部警は （鐘本午後学 2震に時おま3い 0
の
分てみ～指〉） 

4. 検 査 場 所

学力 検査，健康診断とも各自が入学 を出願する学部の
検査場において受検する こと。

文理学部 検査場 （富山市五福〉文 理 学 部
教育学部検査場 （富山市五福〉教 育学 部

（
｛信富山一

喜晶康吾弘孟為rr3
経済学部検査場 （富山市五福〉 経

薬学 部 検 査場 （富山市奥田〉 薬
工学部検査場 （高岡市古定塚）工

5. 合 格 者 発 表
昭和38年4月 1日 （ 月）

第19回全国文理学部長および

事務長連絡協議会

Eモ悼子£． 部

この 協議会 は，本学 が当番校となって文理学部 を会 場 と
して， 10月2 5, 26の 両 日 開催された。

また， 事務長の 事務 協議会 も同時併行して別室で行なわ
れた。出席者 は学部長 ， 事務長の ほかに若干の 庶務 ，会計係長が 事務長の 補佐役としてこれに 加わった。
なお，本省から村山大学課長が臨席した。
また 協議題は次の とおりであった。

1.各大学における 文理学部改 組の その 後の 情況について
（島根）

2.中教審の 答申と文理学部改 組問題の 進め方に ついて
（弘前〉
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報 昭和 37年 1 0 月

短

（黒 田 講 堂 〉

（文理学部 2 番教室）

（文理学部1番教室〉

( It 3 番教室）

（経済学部1番教室〉

（文理学部 2 番教室）

グ最近の鋳型材料及び造型法H

場

場

場

場

場
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講

講

展

3. 一般教育の組織を如何にすべきか （弘前）

4. 一般教育の全国研究会の必要性について （島根）

5. 文理学部教官研究費の増額要望について （信州）

6. 教官の受持時数について （島根）

7. 就職あっせんの方法について ( It ) 
協議会は25日 1日で終わり，同日氷見朝日山上にある誉

一山荘で宿泊，翌26日は有峰ダムを 見学して，16時過ぎ解

散した。

先it
刀宅

経営短期大学部は昭和34年4 月併設されてから4 年目，

ことし第1 回の卒業生を送り出したのであるが，これを完

成の年として， 記念文化祭が10月16, 21日の 2 日間開催さ

化文大

堂 ）

堂 〉

（黒 田 講堂 貴賓室）

堂 ）

2毒

講

講

回

回

田

（黒

（黒

（黒

時I

堂 ）

なお文理学部7番教室は，会期中，高岡の装飾用鋳物製

品の即売場にあてられ遠来の参会者の土産に備えた。

本年度日本雪氷学会全国大会は，10月 3 日から 3 日間，

文部省災害科学の綜合的研究雪氷分科会と，北日本新聞社

共催のもとに，文理学部を 主たる会場として開催された。

これには，畠山同会副会長， 吉田北海道大学低温科学研究

所長を初め北大，北海道学芸大，新潟大，本学などの教官

のほか，気象，建設， 電力関係から，雪氷研究の権威など

約 10 0人が参加した。

会の日程は

10月 3 日

講田

£』
ヨコE

（黒

学

習

10月 8 日

講習課題

演 大 会

10月9日

第

第

第
第
第

刀て

10月 8日～ 10日

第1 展示会 場 （教 育 学 部 講 堂〉

第 2 I/ （全上北側空 地）

第 3 I/ （文理学部 6 番教室）

これ等会場は日本鋼管，昭和電工，川崎製鉄などの

一流会社はもとより，地元， 全国各地のメーカーか

らの出品で、飾られた。

時 総 会

10月9日 午前

北陸支部創立 15周年記念式

10月9臼午后

名人古老の秘法体験を聞く会

10月10日

鋳物師資料作品展

10月 8日～ 10日

映画 M躍進する鋳物工業’

10月10日

:71< 雲本日

れた。

第1日の16日には，特に，松村謙三氏を迎えて か最近の

国際経済情勢についてMなる演題の講演会を黒田講堂 で聞

いた。 学生がおもな千人に近い聴衆のうちには，年輩の外

来者も少な からず見受けられた。

松村氏の講演の要旨は，同氏が 5 月 と9月に訪れた欧洲

及び中国の視察を基にしたものであった。即ち， E E Cの

現状と将来に説き及んで，英国はもとより，全欧をその圏

内におさめ，経済活動の鵬翼を アフリカに伸ばし，世界を

大きく三分する一大経済圏を 形成し，進んで欧洲の政治的

統合にも及ばんとしている。 これはナポレオンの武力制覇

もなし得なかった偉業であるとした。

また，中国の三年つづいた農業不作は， ソどエトに倣っ

た農業政策や，技術指導のとり入れ方に誤りがあったため

で，これは寧ろ日本の農業指導にまつべきものだとして，

この点からも日中貿易が必要であり，日本の技術，肥料の

導入をもってこの窮状を救援すべきであると説いた。

最後に，学生諸君は自己本位，自国本位なものの考えを

捨て，世界的視野に立つ国民となるべきであると結んだ。

なおこの日は，この講演の前に，詩吟，グアイオリンの

合奏，演劇などの催しがあったほか，講堂前でバーベキ ュ

ーの催しがあって数々の売店は千客万来の賑いを呈した。

第 2 日の21日も，ダンスパ一号イを聞いて記念祭を楽し

んだ。

研究発表 文理学部1番教室

北海道学芸大渡辺善八氏ほか30数名

研究発表（午前）

北大低温研究所吉田順五氏ほか 10数名

雪害対策シンポジウム（ 午後）

黒部第4 発電所ダム 見学

4 日

日本鋳物協会秋季全国大会

日本鋳物協会では，本年度秋季大会を 高岡を 中心として

鋳物工業の盛んな 富山県を 選んで聞くこととなり，会場は

文理学部を主会場に，五福地区の校舎を使用して，次の日

程で4日間にわたり多彩な催しを 行なった。 これには，全

国の大学や会社工場から鋳造の学者， 技術者， 業者等約

50 0名が参集して，大学で行なわれた会合，催しとしては，
曽つてない規模のものとなった。 これの誘致から世話役は

養田教授が勤めた。

行事を挙げれば次のとおりである。 5 日

3 -
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で，研究発表会， シンポジウムの司会はすべて，文理学部

の小笠原教授がつとめた。なお，第1日の研究発表会には

， 教育学部の深井三郎助教授が H飛騨氷期における氷河の

性質についてμなる研究発表を行なった。

高介子学会北陸支部研究発表講演会

この会は金沢，福井，新潟の各大学の工学部教官，倉敷

レイヨン， 旭化成の工場長， 技術者などのほか，本学から

は野路工学部長，蛤川教育学部教授が加わって，10月 5 日

文理学部を会場として行なわれた。

この会で、野路教授は

グアセチレングライコーノレの赤外線吸収曲線についてH

および

グ 6.9ージ－n.ーアミJレテトラドデシンー6.9ージオール

の合成グ

なる研究発表を，また，蝿川教授は

H尿素ーアセトアノレデPヒド反応の初期生成物についてグ

なる研究発表を行なった。

なお， このあとの特別講演会では，野路教授は，

＂高分子学会北陸支部10年の歩みとその高分子工業につ

いてグ

なる講演を行なった。

黒田国光堂社長等の来学

黒田国光堂社長夫妻，及び，東京において国光堂製品を

売捌く商店主をもって組織する，東京コクヨ親交会の一行

23名が，北陸旅行の途次，10月 2 日11時噴来訪，黒田講堂

ほかを見学した。

・・－・、，，・．．．・幽、ー・・・・．，戸崎・．．－－、ー，・・・．．，・、．．・...

レクリエージ ョ ン
－・・’”・．．．・崎、，・....”‘・....、．，・・...，町、．．・・・．，

全国公務員レクリエーション共同事業

釣 大 会
この釣大会は， こんど初めてこの事業に加わった種目で

ある。10月 3 日県下で川釣りの絶好の場所となっている，

新湊堀岡地区で行なわれたが，参加者は11機関114名の多

きに達した。

その成績は

団体優勝

次勝

郵 便 局

大 学

また個人優勝も郵便局のものとなった。

職員家族大運動会

この運動会は，10月13日（土） 午後1時から五福のグラウ

ンドで、行なわれた。このような運動会はこれまで，職員組

合で行なっていたものであるが，公けに大学の職員レクリ

エーシヨン行事として行なわれたのは， これが初めてであ

掌

る。そして，職員の家族を招いたのも初めての試みであ

る。

競技に参加した者は延150 人に及んだし，競技に参加し

なくとも，観戦応援に馳せ参じた職員や教官やその家族を

併せると， 本学のこの種の催しとしては空前の規模となっ

fこ。

種目のうちでも グ泡くいレースグ グ樽ころがしH グ綱ひ

きH H年令別部局対抗リレーグ などが人気を呼んだし，退

職者を交へた来賓の グお掃珠は上手グ の競技も爆笑を惹き

起し， 喚声と拍手は集中建設で諜立する校舎にこだまして

和やかなふんいきを盛り上げた。かくて， この第1回の試

みは成功裡に，夕陽うすらぐ頃， 学長のあいさつをもって

その幕を閉じた。

、．個、．－．・’、，同．．・．，凶．，・．・・．，、．，・，．・、．・、・・，．園、，．

日 誌
『．・・．，、4向．．－．，、r・．・・．，、，・..·－，司‘・....、，司、．・．

｜本
10月 2目 黒田国光堂社長， 他23名来学

3 日 日本雪氷学会（長谷川福井大学長来学）

5 日 緒方日本育英会理事長来学

6 日 学術調査団（第 2 次） 出発

8日 日本鋳物協会秋季大会(10日まで）

全国産業教育振興連絡会議富山 大会（ 9日ま

で 富山市公会堂において〉 に出席の福田文部

省初等中等教育局長および元文部次官の剣木

氏来学

11日 会計係長会議

学術調査団帰還

12日 元会計課長松原松之丞氏慰労会

13日 職員家族大運動会

16日 経営短期大学部第1回文化祭

この催しである講演会に松村謙三氏来学講演

18日 東海北陸地区庶務部課長会議 （三重大学）

25日 学生相談室開設

31日 東海北珪地区学生部課長会議（福井大学〉

｜文 理 学 部1
10月 3日 全国雪氷学会（2 番教室）

5 日 高分子学会( 1番教室） (6 日まで〉

7 日 陸水学会

8日 日本鋳物学会 （10日まで）

9日 学部補導委員会

教授会

人事教授会

17日 文理図書委員会

18日 全国文理学部長会議打合せ会

人事教授会
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報
22日 学内会計事務監査

24日 学部長東南アジア出張から帰着

教授会

人事教授会

25日 全国文理学部長連絡協議会

全国文理学部事務長事務協議会

（特別参加，文部省村山大学課長）

2 6日 全上会議第二日

有峯ダム見学

｜教 育 学 部 ｜
10月 1 日 教務，補導合同委員会，臨時教授会

5 日 教授会，日本教育大学協会北陸地区第二部会

英語科研究協議会（信州大学）

6 日 後学期授業開始

8日 日本教育大学協会北陸地区第二部会，教育，

心理，研究協議会（信州大学） ( 9日まで）

1 0日 全国国立教員養成学部事務長協議会（三重大

学） (11日まで）

12日 補導委員会，人事教授会，選考委員会

15日 教務委員会

17日 教授会

18日 日本教育大学協会北陸地区第一部会（信州大

学） (lg日まで） 職業補導委員会

19日 教務，職業補導合同委員会

21日 学窓会総会

22日 教務，職業補導合同委員会

23日 会計事務監査

24日 附属学校長選考基準検討委員会

補導委員会

27日 日本教育大学協会北陸地区第二部会，保健体

育科研究協議会（信州大学松 本分校〉 (28日

まで〉

29日 人事教授会

31日 職業補導委員会

｜経 済 学 部 ｜
1 0月 8 日 専門課程進学者オリエンテーシヨン

後期授業開始

9日 職業補導委員会

11日 教務委員会

人事教授会

教授会（第11回）

19日 学部図書委員会

23日 職業補導委員会

25日 教授会（第12回）

昭和 37年1 0 月

｜薬 学
1 0月2 日 人事教授会

6 日 3年次前期末試験終了

8 日 カリキュ ラム委員会（ 9日まで） ， 追再試験

開始（12日まで）

1 0日 教授会

11日 国立大学薬学部事務長会議f金沢大学）

12日 2年次前期末試験開始(16日まで）

13日 追再試験終了

16日 教授会

18日 人事教授会

2 0日 2年次学生オリエンテーシヨン

学部レクリエーシヨン（加賀手取峡）

22日 後期授業開始

2 6日 文部省村山大学課長来部

29日 会計事務監査

学 部｜
1 0月11日 教授会

15日 第 2 年次オリエンテーシヨン

16日 文部省第一予算班平間係長ほか 2 名施設視察

のため来部

24日 文部省村山大学課長施設視察のため来部

31日 教授会

I�属 国 五五｜
1 0月 5 日 目録研修会

10日 昭和37年度国立大学図書館研究集会及び第 8

次全悶国立大学図書館長会議（大阪大学）

12日 目録研修会

18日 目録研修会

25日 会計事務学内監査（本館）

2 6日 目録研修会

3 0日 第 3 回図書館商議会

会計事務学内監査（薬学分館）

｜経営短期大学部｜

(12日まで）

1 0月1日 後学期授業開始，専任教官会議(12回〕

6回 目本育英会昭和37年度秋季北陸信越地区大学

事務協議会 （経済学部会議室）

9日 昭和38年度大学入学者選抜実施要項趣旨徹底

協議会 （京都大学〉

11日 国立短大主事，事務長会議（山形大学工業短

大〉 (12日まで）
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第 35号 学
16日 経営短大完成記念第1回文化祭，第1 日

経済講演会 （講師松村謙三氏） その他

21日 文化祭第 2臼 ダンスパーティ

2 6日 学内会計監査

．，、．．－・．・.....，、，・．．・、ー‘、．・．．・、，、．・・．’‘d’・.... .,. 

職員住所 ・ 改 姓
．，・．．－、，、．．－・．．、．．園、．－．．綱、，．、．・・．，・.，，，・・圃，、，・，

新 任 者
文理学部

講 師 奥貫 晴弘
教育学部

助教 授 藤井 敏孝
工 学 部

事務補佐員 尾守 成子

転 居
事務局

技 官 安 間 基

技能員 森田タミ子

文理学部

講 師 上野 英雄

改 姓
事務局

技能員 森田タミ子 （旧姓沖）

．．・．．・・．．・・．・・．．・・．・・．．・・．・・．．・・．．・．．・・．．・・．．・．．・・．．

追 録
..・．，・‘・，・、..，・・.. ‘，・・．，・．． ，．・...・．’・．．・・．． ・・．．・・．．・・．． ・・．．・‘・・

中沖元教授に名誉教授の称号授与

中沖太七郎元薬学部長は， 昭和37年 3月31日限り停年退

職されたことは学報第28号で報じておいたが， 4 月27日付

で次の称号記が授与された。

称 号 記

中 沖 太七郎

学校教育法第68条の2 により 富山 大学名誉教授の称号

を授与する。

昭和37年4月 27日

富 山 大 学
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昭和37年 12 月 15 日
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